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広報　常陸大宮　　　　平成１７年１２月号２

　

市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
健
や
か
に
、
そ
し
て
元
気
に
成
長
し

て
い
く
た
め
に
、
子
育
て
が
安
心
し
て
で

き
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
、
平
成　

年
１７

３
月
に
「
常
陸
大
宮
市
次
世
代
育
成
支
援

地
域
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
計
画
に

沿
っ
た
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
子
育
て
に
関
す
る
生
活
実

態
や
、
利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
、
意
見
・

希
望
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
に
、
ニ
ー
ズ

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
調
査
結
果
か
ら
、「
万
一
の
場
合

に
子
ど
も
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
人
が
ほ

し
い
」
と
か
、「
親
子
が
、
楽
し
く
安
心

し
て
集
ま
れ
る
身
近
な
場
所
が
ほ
し
い
」

な
ど
、
様
々
な
子
育
て
支
援
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
求
め
ら
れ
る
子
育
て
支
援
を
踏

ま
え
た
計
画
の
中
で
、
継
続
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
る
「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」
及
び
、
新
規
事
業
と
し
て
実
施
し

て
い
る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
」の
取
り
組
み
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
支
援
活
動
を
上
手
に
利
用

し
て
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
子
育
て
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
で
健
や
か
に
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
、
０
歳
か
ら
就
学
前
の
子
ど

も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
少
し
で
も
解
消

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
相
談
業
務（
電
話
・

面
接
）
や
情
報
提
供
（
子
育
て
サ
ー
ク
ル

情
報
な
ど
）、
親
子
遊
び
、
子
育
て
の
た
め

の
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

◎
子
育
て
に
関
す
る
相
談
・
指
導

◇
育
児
で
困
っ
た
と
き
や
悩
み
が
あ
る
と

き
な
ど
、
電
話
や
面
接
等
で
の
相
談
及

び
指
導

◎
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
子
育
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
育
成
・
支
援

◇
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
希
望
に
応
じ
た
、

自
主
活
動
に
対
す
る
支
援

◇
講
座
や
交
流
会
を
実
施
し
、
子
育
て

サ
ー
ク
ル
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成

◎
親
や
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
と
交
流

◇
子
育
て
の
不
安
や
親
の
孤
立
感
を
解
消

す
る
た
め
、
親
や
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

と
交
流
の
機
会
の
創
出

◎
地
域
・
関
係
機
関
等
の
連
携
協
力

◇
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
各
事
業
が
効

率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

地
域
・
関
係
機
関
等
と
の
連
携
協
力

◆
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特

色
あ
る
活
動
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
遊
び
な
が
ら

く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

活
動
内
容
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
、

次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

◆
事
業
内
容
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◆
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
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広報　常陸大宮　　　　平成１７年１２月号３

　

市
内
に
居
住
の
方
で
自
宅
預
か
り
が
で

き
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、
保
育
に
積
極

的
な
熱
意
を
お
持
ち
の
方
。
特
に
資
格
や

経
験
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
利
用
会
員
と
援
助
会
員
の
両
方
を
兼
ね

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
目
的
を
十
分
に
理
解
の
う

え
、
事
前
に
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

援
助
会
員
に
登
録
後
、
事
故
等
に
備
え

保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
、
研
修
会
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
ま
で

３０

　
（
土
・
日
・
祝
日
及
び

　
　

月　

日
〜
１
月
５
日
を
除
く
）

１２

２８

※
た
だ
し
、
援
助
会
員
が
確
保
で
き
れ

ば
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

１
時
間　

５
０
０
円

※
利
用
料
以
外
の
経
費
に
つ
い
て
も
、
利

用
会
員
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

◆
随
時
、
利
用
・
援
助
会
員
と
も
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

安
心
と
ゆ
と
り
を
持
っ
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
、
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
方
（
利

用
会
員
）
と
、
子
育
て
の
支
援
を
行
い
た

い
方
（
援
助
会
員
）
が
セ
ン
タ
ー
に
登
録

し
、
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
活
動

（
相
互
援
助
活
動
）
す
る
会
員
組
織
で
す
。

◎
産
前
産
後
に
お
け
る
、
妊
産
婦
や
乳
幼

児
の
世
話

◎
保
育
施
設
で
の
保
育
の
前
後
や
学
校
の

放
課
後
な
ど
に
子
ど
も
を
預
か
る

◎
保
育
施
設
ま
で
の
送
迎
を
行
う

◎
保
護
者
等
が
病
気
の
場
合
な
ど
、
臨

時
・
突
発
的
に
子
ど
も
を
預
か
る

◎
そ
の
他
、
会
員
間
で
行
う
育
児
援
助
活

動
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
、

小
学
校
３
学
年
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養
育

す
る
方
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
と
は

◆
活
動
内
容

◆
利
用
会
員

◆
援
助
会
員

◆
利
用
で
き
る
時
間
帯

◆
利

用

料
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広報　常陸大宮　　　　平成１７年１２月号４

　

農
業
所
得
の
計
算
に
は
、
収
入
金
額
か

ら
必
要
経
費
を
差
し
引
く
「
収
支
計
算
」

と
、
実
際
の
収
入
金
額
か
ら
平
均
的
な
必

要
経
費
を
差
し
引
く「
経
費
目
安
割
合
」が

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成　

年
分
の
農
業
所

１８

得
（
平
成　

年
２
月
申
告
）
か
ら
収
支
計

１９

算
に
な
り
ま
す
。

　

経
費
目
安
割
合
で
の
農
業
所
得
の
計
算

は
、
平
成　

年
２
月
の
申
告
（
平
成　

年

１８

１７

分
）
ま
で
で
す
。
平
成　

年
分
以
降
は
、

１８

す
べ
て
の
農
家
の
方
が
収
支
計
算
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い

て
計
算
す
る
こ
と
で
す
。

　

自
分
の
経
営
状
態
の
把
握
が
で
き
る
こ

と
や
、
損
失
が
出
た
年
に
は
、
そ
の
損
失

を
給
与
な
ど
の
他
の
所
得
か
ら
差
し
引
い

て
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

帳
簿
へ
の
記
帳
を
定
期
的
に
行
っ
て
い

れ
ば
、
減
価
償
却
費
の
計
算
以
外
は
集
計

を
す
る
だ
け
で
複
雑
な
計
算
は
あ
り
ま
せ

ん
。
農
業
に
か
か
る
収
入
か
ら
全
て
の
経

費
を
差
し
引
く
だ
け
で
す
の
で
、
難
し
く

考
え
ず
気
楽
に
書
類
を
保
管
し
て
帳
簿
を

つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

農
業
所
得
に
関
す
る
伝
票
や
領
収
書
を

保
存
・
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
伝
票
や
領
収
書
等
の
集
計
も
れ

や
紛
失
な
ど
を
避
け
る
た
め
、
帳
簿
な
ど

へ
記
帳
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
太
田
税
務
署
や
市
役
所
・
各
総

合
支
所
に
、
月
々
の
収
入
金
額
や
必
要
経

費
を
記
録
す
る
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

太
田
税
務
署
個
人
課
税
第
１
部
門

　
�
０
２
９
４（　

）２
１
７
１

７２

市
役
所
本
庁
税
務
課
市
民
税
係

　
�
（　

）１
１
１
１

５２

　
　
　
　

内
線
１
２
４
・
１
２
５
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　介護支援専門員のネットワークづくりと地位向上を図るため
に、常陸大宮市介護支援専門員連絡協議会が設立されました。
　介護支援専門員（ケアマネージャー）とは、介護の知識を幅広
く持った専門家で、ケアプアンの作成やサービス業者の手配のほ
か、介護を必要とする人や家族の相談に応じています。
　この協議会の設立のより、市内における介護支援専門員のネッ
トワークを確立し、専門的技能の研鑽を通じて資質の向上に努
め、社会的地位の向上を図るとともに、公正かつ効率的で有益な
介護保険サービスを提供することによって保健・福祉支援の向上
をめざします。
　会員は６２名で、事務局は市役所介護高齢課（来年３月まで）に
置きます。

津久井　みち子幹　　事大曽根　　　卓会　　長

小野瀬　秀　子幹　　事茂　垣　きよ江副 会 長

金　子　弥　生幹　　事小河原　　　進副 会 長

萩　庭　幸　子幹　　事生　出　裕　子会　　計

岸　　　美恵子幹　　事河　野　ミヨ子代表幹事

桧　山　君　江幹　　事浅　野　治　美幹　　事

川　崎　久　子監　　事大　森　直　子幹　　事

根　本　良　子監　　事金　子　幸　代幹　　事

ごごごごごごごごごごごごごごごごご
存存存存存存存存存存存存存存存存存
知知知知知知知知知知知知知知知知知
ででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすす
かかかかかかかかかかかかかかかかか
？？？？？？？？？？？？？？？？？

農農農農農農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業業業業業業
所所所所所所所所所所所所所所所所所
得得得得得得得得得得得得得得得得得
ののののののののののののののののの
申申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告告
ははははははははははははははははは
収収収収収収収収収収収収収収収収収
支支支支支支支支支支支支支支支支支
計計計計計計計計計計計計計計計計計
算算算算算算算算算算算算算算算算算
ででででででででででででででででで

ご
存
知
で
す
か
？

ご
存
知
で
す
か
？

農
業
所
得
の
申
告
は
収
支
計
算
で

農
業
所
得
の
申
告
は
収
支
計
算
で
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広報　常陸大宮　　　　平成１７年１２月号５

　
　

月　

日
、
豊
島
区
の
水
島
敏
彦
助
役

１１

１２

を
は
じ
め
区
民　

人
が
訪
れ
、
緒
川
地
域

２８

に
あ
る
市
有
林「
お
が
わ
ふ
れ
あ
い
の
森
」

で
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
が
わ
ふ
れ
あ
い
の
森
は
、
約
１
２
０

 
㌶ 
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
豊
島
区
が
発
祥
と

言
わ
れ
て
い
る
た
め
、
今
回
の
植
樹
の
樹

木
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
早
朝
か
ら
雨
が
降
り
、
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
植
樹
を
す
る

こ
ろ
に
は
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
り
ま

し
た
。
訪
れ
た
豊
島
区
の
皆
さ
ん
は
青
空

の
も
と
、　

本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
苗
木

５０

を
植
え
、
豊
島
区
の
森
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
内
で
場
所
を
移
し
て
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
約
１
０
０
株
も
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
植
え
ら
れ
た
苗
木
の
成
長
と
と
も

に
、
常
陸
大
宮
市
と
豊
島
区
と
の
交
流
が

ま
す
ま
す
深
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　

月
１
日
に
は
、
豊
島
区
と
常
陸
大
宮

１１
市
の
援
助
協
定
の
体
制
を
さ
ら
に
実
践
的

な
も
の
に
す
る
た
め
、
豊
島
公
会
堂
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
「　

の
ス
ク
ラ
ム　

防

１２

災
サ
ミ
ッ
ト
」に
常
陸
大
宮
市
長
が
出
席
、

豊
島
区
と
各
市
町
村
長
と
と
も
に
「
防
災

サ
ミ
ッ
ト
会
議
」
を
行
い
、
左
の
よ
う
な

「
共
同
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。
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防
災
サ
ミ
ッ
ト
に
て

防
災
サ
ミ
ッ
ト
に
て

共
同
宣
言
を
採
択

共
同
宣
言
を
採
択
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豊豊島区の森誕生島区の森誕生



広報　常陸大宮　　　　平成１７年１２月号６

　暑いくらいの秋晴れに恵まれた当日は、早朝から駐車場がいっぱいになる
ほど、会場となった西部総合公園グランドには家族連れをはじめ、たくさん
の人が訪れました。
　会場には各団体、企業などによる１００
余りの模擬店がずらりと並び、広場の各
ポイントやステージでは、世界のエン
ターテイメントショーをはじめ、各団体
の演技やゲームが賑やかに行われ、祭り
を盛り上げました。
　模擬店をのぞく人、ショーを見物する
人、ゲームに参加する人など、皆さん気
持ち良い青空の下で思い思いに楽しんで
いました。

��������	
��
���������������������

�

　緒川総合センター「文化ホール」において、昼の部と夜の部の２回
に分けて公演された、宗次郎コンサート「Ocarina Wind Family」は、
陶製の笛オカリナの第一人者である宗次郎さんの、オカリナ生活３０周
年を記念するコンサートでもありました。
　ステージ上では、３年ぶりに発表した同名のオリジナルアルバムか
らの楽曲と過去の代表的な作品を織り交ぜて演奏されました。
　会場に響き渡る、オカリナの澄んだ音色と心地よいメロディーに、
来場した人々は魅了され、癒しのひとときを過ごしました。

　御前山総合支所敷地内において、２日間
にわたって「ごぜんやままつり２００５」が開
催されました。
　１２日は地域内の各種講座やクラブ活動に
よる文化芸能発表、生涯学習講演会では
「うっかり八兵衛」役でおなじみ高橋元太郎
氏が、「水戸黄門」のテーマソングを歌いな
がら登場し、「人生は出会い」をテーマに講

演。ユーモアあふれる話に、３００人もの聴衆が耳を傾けていました。
　また、１３日は屋外特設ステージにて、「金沢明子歌謡ショー」、郷土芸能「秋
葉囃子」（ひょっとこ踊り）、子供たちに大人気のキャラクターショーと盛り
だくさんのイベントが開催されるなか、御前山の特産物ゆずやみその販売を
はじめ、模擬店にも様々なお店が並び、会場いっぱいの人で賑わいました。
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ふるさと祭りおおみや　��������	
����
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広報　常陸大宮　　　　平成１７年１２月号７
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　久慈川を望む清流公園で、やまがた宿芋煮会が行われました。
　会場には直径３．５㍍、重さ１．８㌧もある関東一の大鍋が設置され、訪
れた人を圧倒。芋煮は奥久慈のしゃも肉や里芋、ネギなど、地域の食
材がふんだんに使って作られます。
　お昼前には、できあがりを待ちわびた人たちの長蛇の列ができ、用
意された約５千食の芋煮は、見事に完食されました。
　また、特設ステージ上では、地元団体の芸能発表をはじめ、お笑い
コンビ「さくらんぼブービー」の
ショーやビリーバンバンのコン
サートが行われ、ステージ前には
たくさんの人が集まり、楽しい
トークや素晴らしい歌声に引き込
まれていました。

第第�
��
回
緒
川
特
産
品
祭

回
緒
川
特
産
品
祭

　
　

月　

日
、
緒
川
物
産
セ
ン
タ
ー

１１

１９

「
か
ざ
ぐ
る
ま
」
に
お
い
て
「
緒
川
特

産
品
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

駐
車
場
内
に
特
設
テ
ン
ト
が
設
け
ら

れ
、
生
・
乾
し
い
た
け
を
は
じ
め
じ
ね

ん
じ
ょ
、
カ
ブ
、
ネ
ギ
、
手
作
り
味
噌
、

厚
焼
た
ま
ご
な
ど
地
元
の
特
産
品
を
ず

ら
り
と
集
め
て
試
食
や
販
売
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
会
場
で
は
餅
つ
き
も
行
わ

れ
、
つ
き
た
て
の
餅
は
、
き
の
こ
汁
に

入
れ
た
り
き
な
こ
餅
に
し
て
来
場
者
に

無
料
配
布
さ
れ
、
行
列
が
で
き
る
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
「
か
ざ
ぐ
る
ま
そ
ば

ま
つ
り
」
も
同
時
開
催
さ
れ
、
そ
ば
の

試
食
や
そ
ば
打
ち
の
実
演
が
あ
り
、
打

ち
方
の
コ
ツ
を
聞
い
た
り
、
手
元
を
見

つ
め
た
り
と
多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。

�����

�

��������	
��

　美和中学校体育館を会場に
「中村美律子歌謡コンサート」
が開催されました。
　中村さんは、関西を中心に
絶大な人気を誇る演歌歌手
で、ステージでは、新曲「風
まかせ」や名曲「河内おとこ
節」など全１２曲を力強く熱唱。
会場に詰めかけた約７００人の
観客は、中村さんの迫力ある
歌声に魅了されていました。
　また､ゲスト出演の大城バネサさ
んも５曲を熱唱し、会場を盛り上げ
ました。



広報　常陸大宮　　　　平成１７年１２月号８

����������

常
陸
大
宮
市
女
性
活
動
指
導
者

連
絡
協
議
会
長　

中�
　

孝
子
さ
ん

　

中�
さ
ん
は
、
昭
和　

年
か
ら　

単

５５

１０

位
の
女
性
団
体
で
構
成
す
る
「
大
宮
町

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
」
の
会
長
を
務

め
、
ま
た
、
旧
大
宮
町
内
に
組
織
さ
れ

て
い
る
８
つ
の
女
性
活
動
団
体
の
指
導

者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
「
大
宮

町
女
性
活
動
指
導
者
連
絡
協
議
会
」
の

会
長
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
会
の
運

営
に
携
わ
り
、
大
宮
地
域
の
女
性
行
政

に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
そ
の
手
腕
と
行
動
力
が
高
く

評
価
さ
れ
、
茨
城
県
功
績
者
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

宇
留
野
さ
ん
は
、
昭
和　

年
大
宮
町

３７

農
業
委
員
に
初
当
選
以
来　

期
連
続
当

１４

選
し
、
平
成　

年
３
月
に
茨
城
県
農
業

１６

会
議
副
会
長
を
退
任
さ
れ
る
ま
で
、
大

宮
町
農
業
委
員
会
長
、
農
業
委
員
会
那

珂
協
議
会
長
、
茨
城
県
農
業
会
議
農
政

対
策
専
門
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
、
長
年

に
わ
た
っ
て
、「
人
と
土
地
」
対
策
を
中

心
に
農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
発
展
と

と
も
に
、
茨
城
の
農
業
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
旭
日
双
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
章
に
対
し
て
、
身
に
余
る

光
栄
に
感
激
し
て
お
り
、
今
後
は
こ
の

栄
誉
を
汚
さ
ぬ
よ
う
健
康
に
留
意
し
努

力
し
て
い
き
た
い
と
の
お
言
葉
で
し
た
。

元
茨
城
県
農
業
会
議
副
会
長

宇
留
野
誉
一
さ
ん

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																��������	
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山方南小２年　藤来　彩花さん
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読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な

し
会
は
み
ん
ぐ
ば
あ
ど
」
が
、
読
書
週
間

を
主
催
す
る�
読
書
推
進
協
議
会
か
ら
、

優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
を
受
け
、　

月
１１

　

日
に
賞
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

２６
　

こ
の
賞
は
、
県
内
で
の
受
賞
は
１
団
体

で
、
平
成
７
年
の
発
足
以
来
研
さ
ん
を
積

み
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え

て
子
ど
も
た
ち
へ
の
お
は
な
し
会
を
続
け

て
き
た
活
動
が
認
め
ら
れ
て
の
も
の
で
す
。

　
「
は
み
ん
ぐ
ば
あ
ど
」
が
催
す
の
は
、
読

み
聞
か
せ
、
民
話
の
語
り
、
影
絵
、
人
形

劇
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
。
ま
た
、

図
書
情
報
館
を
拠
点
に
、
広
く
保
育
園
、

学
校
、
家
庭
教
育
学
級
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
も
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
一
人

で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
心
に
、
あ
た

た
か
く
楽
し
い
お
話
し
を
届
け
た
い
思
い

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
の
意
識
啓
発
の
た
め
に
、
茨

城
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
が
県
内
の
児

童
生
徒
か
ら
募
集
し
た
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
山
方

南
小
２
年
の
藤
来
彩
花
さ
ん
が
、
最
優
秀

知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

茨
城
県
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数

は
、
全
国
の
ワ
ー
ス
ト
上
位
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
で
安

心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
一
人
一
人
が
ル
ー

ル
を
守
り
、
交
通
安
全
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

はみんぐばあどの皆さん



広報　常陸大宮　　　　平成１７年１２月号９

０
点
の
作
品
が

展
示
さ
れ
た
ほ

か
、
ア
ニ
メ
映

画
「
あ
し
た
元

気
に
な
あ
れ
」

の
上
映
、
そ
ば

打
ち
体
験
教

室
、
文
化
団
体

に
よ
る
芸
能
発

表
会
、
経
済
ア

ナ
リ
ス
ト　

森

永
卓
郎
氏
に
よ

る
特
別
講
演
会
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

催
し
が
行
わ
れ
、
大
変
な
賑
わ
い
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。
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第
１
回
常
陸
大
宮
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
、　

月　

日
の
ダ
ン
ス
発
表

１０

１０

会
で
ス
タ
ー
ト
し
、
美
術
展
、
華
道
展
、

茶
会
、
合
唱

祭
、
将
棋
及

び
囲
碁
大
会

を
ロ
ゼ
ホ
ー

ル
等
に
お
い

て
開
催
。　
１２

月
４
日
の
常

陸
大
宮
吹
奏

楽
団
定
期
演

奏
会
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
大
宮
地

域
の
各
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
を
は
じ
め

文
化
協
会
加
盟
団

体
、
個
人
な
ど
様
々

で
す
が
、
皆
さ
ん
日

ご
ろ
の
学
習
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
、

素
晴
し
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
な
り
ま
し
た
。
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月
５
日
か
ら
２
日
間
、
緒
川
文
化
祭

１１
が
農
協
祭
と
と
も
に
緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
や
一
般
か
ら
出
品
さ
れ
た
陶
芸
や

生
け
花
、
絵
画
や
習
字
な
ど
、
す
ば
ら
し

い
作
品
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
１
日
目
に

は
お
茶
会
や
郷

土
料
理
の
試
食

会
、
健
康
ま
つ

り
、芸
能
発
表

会
、お
楽
し
み

抽
選
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　

２
日
目
に
行

わ
れ
た
爆
笑
ラ
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月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
、
山
方
公
民

１１
館
に
お
い
て
文
化
祭
・
商
工
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

写
真
や
絵
画
、
書
道
な
ど
約
１
、２
０

　

茨
城
県
芸
術
祭
は
、
県
や
県
教
育
委
員

会
等
の
主
催
に
よ
り
、
県
民
が
そ
の
優
れ

た
芸
術
創
作
活
動
の
成
果
を
発
表
・
展
示

し
、
ま
た
鑑
賞
す
る
機
会
を
も
つ
こ
と

で
、
心
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
と
な
る

よ
う
に
県
内
各
地
域
に
お
い
て
開
催
さ
れ

て
い
る
祭
典
で
す
。

短
歌
部
門

　

大
宮
短
歌
ク
ラ
ブ（
市
文
化
協
会
加
盟
）

の
小
田
倉
量
平
さ
ん（
宇
留
野
）が
、
県
民

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
短
歌
大
会

に
お
い
て
審
査
委
員
の
評
価
に
よ
る
短
歌

大
会
賞
と
、
参
加
者
の
互
選
に
よ
る
今
野

寿
美
選
者
賞
の
２
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
田
倉
さ
ん
は
、
昨
年　

月　

日
に
新

１０

１６

市
誕
生
と
ご
自
身
の
退
職
を
記
念
と
し

て
、
こ
れ
ま
で

に
詠
ま
れ
た
歌

を
単
行
本
に
さ

れ
、
出
品
し
た

も
の
で
す
。
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１０

１２

１８
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イ
ブ
２
０
０
５
で
は
、
パ
ペ
ッ
ト
マ
ペ
ッ

ト
や
マ
ギ
ー
審
司
、
テ
ツ
＆
ト
モ
な
ど
お

笑
い
芸
人
が
次
々
と
登
場
、
満
席
と
な
っ

た
文
化
ホ
ー
ル
を
笑
い
の
渦
で
包
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
協
祭
で
は
新
鮮
な
野
菜
の
販

売
、
焼
き
鳥
、
う
ど
ん
・
そ
ば
の
販
売
な

ど
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

美
術
部
門

　

県
近
代
美
術
館
や
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
美
術
展
覧
会
と
し
て
開
催
。
市

内
か
ら
も
各
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
が
作
品
を
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

会
員
出
品
（
審
査
員
資
格
）

〈
洋
画
〉宇
留
野
信
章
、木
村
勉
、木
村
光
昭

〈
工
芸
美
術
〉
菊
池
弘

〈
書
〉
三
村
龍
鐸
、
本
橋�
�

〈
写
真
〉
大
貫
亘

〈
デ
ザ
イ
ン
〉
石
川
眞
澄

会
友
出
品

〈
洋
画
〉
會
澤
佐
智
子

〈
工
芸
美
術
〉
加
藤
一
郎

〈
写
真
〉
大
山
荘
一

入
選

〈
日
本
画
〉
森
島
巨
江
、
川
野
由
紀
子

〈
洋
画
〉
海
野
千
代
麿
、
塩
幡
ミ
ヨ
子
、

坪
井
誠

〈
工
芸
美
術
〉
海
老
根
秀
夫
（
会
友
推
挙
）

〈
写
真
〉広
木
孝
一
、瀬
尾
繁
喜
、鈴
木
治
雄

〈
デ
ザ
イ
ン
〉
大
曽
根
崇
、
寺
門
由
紀
、

石
川
麻
貴

〈
書
〉雨
海
慈
川
、
神
長
初
枝
、
栗
田
逾
白
、

助
川
蒼
槙
、
飛
田
祥
葉
、
西
村
愛
美
、

廣
木�
州
、
細
貝
芳
子
、
本
間
孝
子
、

増
子
涼
花
、
秋
山�
川
、
大
串
節
子
、

押
久
保
逸
蘆
、小
田
倉
汪
年
、金
子
紫
洋
、

川
和
利
津
、
栗
木
白
葉
、
小
林
慶
風
、

小
室
未
潮
、
塩
幡
行
雲
、
清
水
比
呂
子
、

冨
山
日
出
子
、
松
平
冬
鷹
、
宮
本
里
峰

【将棋大会成績】（○優 優勝・○準 準優勝○３ 第３位）
１組　○優 恩田清三郎○準 安野　茂雄○３ 久野　　清
２組　○優 坂本　　保○準 片岡　　弘○３ 野上　良夫
３組　○優 野澤　敏夫○準 �渡　利男○３ 圷　　　脩
４組　○優 山本　　凖○準 青砥　有義○３ 大曽根進一
【囲碁大会成績】
　○優 萩野谷光雄○準 四倉　克巳○３ 沼田　　徹
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月　

日
、
伊
勢
畑
小
の
児
童　

人
が

１０

２５

２０

地
域
住
民
を
は
じ
め
関
係
者
と
古
代
米
の

刈
り
取
り
を
行
い
、　

月
６
日
に
は
、
ク

１１

モ
ノ
ス
シ
ダ
や
ム
カ
シ
ヤ
ン
マ
な
ど
の
移

植
と
共
に
、
脱
穀
し
収
穫
を
祝
い
ま
し
た
。

　

御
前
山
ビ
オ
ト
ー
プ
と
は
、
御
前
山
ダ

ム
建
設
に
よ
る
水
没
地
に
生
息
す
る
希
少

な
動
植
物
を
移
植
し
保
護
す
る
た
め
、
旧

御
前
山
村
が
休
耕
田
を
購
入
し
、
環
境
保

護
と
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
造
成
し
た

も
の
で
す
。

　

今
回
で
移
植
は
４
回
目
、
古
代
米
は
２

回
目
の
収
穫
と
な
り
、
今
年
は
不
耕
起
栽

培
と
い
う
手
法
で
田
植
え
さ
れ
、
黒
・
赤
・

緑
・
白
の
色
鮮
や
か
に
実
っ
た
稲
を
地
元

檜
山
地
区
の
方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
刈

り
取
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
足
踏
み
式
の
千
歯
ご
き
な
ど
を

使
っ
て
脱
穀
後
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
囲

ん
で
の
収
穫
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
間
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に
は
、
消
え
か
か

る
種
の
生
命
力
と
そ
れ
を
守
る
人
々
の
力

強
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
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月　

日
、
御
前
山
市
民
セ
ン
タ
ー
に

１０

２９

お
い
て
「
い
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
体
験
隊　
１０

月
活
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
御
前
山
地
域
の
い
い
こ
と

い
っ
ぱ
い
体
験
隊
隊
員
に
登
録
し
た
小
学

生　

名
が
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

３２
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
指
導
の
も
と
、
七
宝
焼

き
と
納
豆
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
壁
掛
け
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

　

参
加
者
は
、
芸
術
の
秋
に
色
と
り
ど
り

の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
仕
上
げ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、　

月
に
実
施
さ

１１

れ
た「
ご
ぜ
ん
や
ま
ま
つ
り
２
０
０
５
」で

展
示
発
表
し
ま
し
た
。
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月　

日
、
玉
川
地
区
内
、
蒲
沢
集
会
所
及
び
法
専
寺

１１

１９

を
会
場
に
、
奥
久
慈
県
立
自
然
公
園
を
良
く
す
る
会
主
催

に
よ
る
「
玉
川
の
里
収
穫
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

会
は
、
奥
久
慈
県
立
自
然
公
園
の
う
ち
市
内
東
野
に
位
置

す
る
玉
川
自
然
公
園
内
の
遊
歩
道
の
管
理
や
路
肩
へ
の
植

樹
な
ど
の
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
公
園
内
の
休
耕

田
を
利
用
し
会
員
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
東
野
ナ
ラ
バ
ラ
産
の
モ

チ
米
を
は
じ
め
野
菜
や
手
工
芸

品
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
地
元

の
人
が
参
加
し
て
歌
や
踊
り
が

披
露
さ
れ
、地
域
の
交
流
も
深
め

ら
れ
た
祭
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
																


















�
�
�
�
�
�
�
�
	



����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																																		��������	
��������	
��
��

諸沢　相沢洋子さん
　山方小では、保護者のボランティアによる読み
聞かせの会「おはなしのたまご（代表野上順子さ
ん）」が、毎月１回程度低中学年に読み聞かせを実
施しており、１１月１７日に山方小で実施された音楽
集会において全校生徒に読み聞かせを行いました。
　発表では挿絵をスライド上映したり、会員が衣
装や着ぐるみを着て立ち回る演劇仕立てのものも
あり、児童たちはじっと聞き入り、お話しが終わ
ると大きな拍手があがっていました。「子どもた
ちに少しでも本が好きになって欲しい」という会
員の方たち
の思いが伝
わったこと
でしょう。

��������	�
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三美　中山さち子さん

　地域の和を大切にとボランティアによる三美ふ
れあいサロンを結成し今年で２年目。現在、会員
数４９人、毎月第２火曜日に開いています。
　行事は会員からの声を取り入れながら、保健師
さんの協力による血圧・体脂肪測定、ゲームや唄、
小物づくり、ストレッチ体操などいろいろと楽し
んでおり、年１回程度まちづくり講座も利用し、
昨年は悪徳商法の勉強会を行いました。

　来月は正月飾
りづくりを予
定。終了してか
らのお茶を飲み
ながらのおしゃ
べりがまた楽し
いものです。



広報　常陸大宮　　　　平成１７年１２月号１１

　

江
戸
時
代
の
末
期
に
作
ら
れ
た
庶
民
の

た
め
の
学
校
「
郷
校
」
が
市
内
に
は
二
ヵ

所
あ
り
ま
し
た
。
時
雍
館
（
野
口
郷
校
）

と
大
宮
郷
校
で
す
。
今
回
は
時
雍
館
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

�
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野
口
小
学
校
の
校
庭
に「
時
雍
館
の
跡
」

と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
時
雍
館
と
は
、
か
つ
て
こ
の
地
に

あ
っ
た
庶
民
の
子
弟
の
教
育
機
関
、
郷
校

の
こ
と
で
す
。

　

水
戸
藩
で
は
、
藩
士
と
そ
の
子
弟
の
教

育
機
関
と
し
て
藩
校
「 
弘  
道  
館 
」
を
天
保

こ
う 
ど
う 
か
ん

十
二
（
一
八
四
一
）
年
に
開
設
し
ま
し
た
。

一
方
で
庶
民
の
た
め
の
学
問
所
と
し
て
は

文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
開
校
の 
稽  
医  
館 

け
い 
い 
か
ん

（
小
川
郷
校
）を
皮
切
り
に
十
五
校
が
開
校

し
ま
し
た
（
表
参
照
）。
歴
代
藩

主
の
中
で
も
と
り
わ
け
九
代
藩
主

 
斉  
昭 
は
教
育
に
力
を
注
ぎ
、
藩
主

な
り 
あ
き

在
任
中
に
集
中
的
に
郷
校
を
設
立

し
ま
し
た
。
時
雍
館
は
六
番
目
の

郷
校
と
し
て
弘
化
元（
一
八
四
四
）

年
に
建
設
さ
れ
、
斉
昭
の
失
脚
に

よ
っ
て
開
校
が
遅
れ
ま
し
た
が
、

嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
に
は
そ

の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま

た
、
市
内
に
あ
っ
た
も
う
ひ
と
つ

の
郷
校
、
大
宮
郷
校
は
そ
の
六
年

後
に
開
校
し
ま
し
た
。
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郷
校
で
の
教
育
内
容
は 
四  
書  
五 

し 
し
ょ 
ご 

経 
き
ょ
う

（ 
儒 じゅ

 
学 
で
尊
重
さ
れ
る
代
表
的
な
書
物
）、
古

が
く事

記
や
日
本
書
紀
な
ど
の
国
典
、
そ
の
他

医
学
、
武
術
と
広
い
範
囲
に
及
ん
で
い
ま

し
た
。
外
圧
の
高
ま
り
の
中
で
、
学
問
と

武
術
と
の
バ
ラ
ン
ス
は
徐
々
に
後
者
に

移
っ
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
水
戸

藩
の
学
問
と
し
て
の
教
育
は
水
戸
学
を
基

本
と
し
て
お
り
、
郷
校
で
あ
る
時
雍
館
で

も
そ
の
理
念
に
基
づ
い
た
講
義
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

水
戸
学
と
は
、
外
国
か
ら
の
脅
威
が
高

ま
る
中
で
、
天
皇
の
権
威
を
背
景
と
し
、

国
家
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日

本
の
独
立
と
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う
思

想
を
持
っ
た
学
問
で
す
。
こ
の
水
戸
学
を

確
立
し
た
の
が 
会  
沢  
正  
志  
斎 
で
あ
り
、 
尊 

あ
い 
ざ
わ 
せ
い 
し 
さ
い 

そ
ん

 
皇 のう 
攘 

じ
ょ
う 
夷 （
統
治
者
で
あ
る
天
皇
を
尊
崇
し
、

い

異
民
族
を
打
ち
払
う
）
運
動
の
理
念
的
な

指
導
者
と
仰
が
れ
た
人
物
で
す
。
正
志
斎

の
著
書
『
新
論
』
は
当
時
の
尊
皇
攘
夷
の

運
動
家
の
座
右
の
書
と
し
て
藩
内
外
の

人
々
に
広
く
読
ま
れ
ま
し
た
。

　

写
真
の『 
迪  
彜  
篇 
』は
正
志
斎
が
特
に
時

て
き 
い 
へ
ん

雍
館
の
教
科
書
と
し
て
著
し
た
も
の
で
、

「
時
雍
館
蔵
版
」
の
銘
が
あ
り
ま
す
。
藩

内
で
の
時
雍
館
に
か
け
る
熱
意
が
う
か
が

え
ま
す
。
郷
校
の
教
育
は
水
戸
学
の
強
い

影
響
を
受
け
た
も
の
で
、
時
雍
館
の
館
主

と
な
る
人
物
も
そ
の
先
鋭
的
な
リ
ー
ダ
ー

と
い
う
面
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
時
雍
館

の
館
主
と
な
っ
た
四
人
の
う
ち
、
四
代
目

の
田
中 
愿  
蔵 
は
幕
末
水
戸
藩
内
の
抗
争
に

げ
ん 
ぞ
う

お
け
る
激
派
と
し
て
著
名
な
人

物
で
す
。
時
雍
館
も
こ
の
抗
争

に
巻
き
込
ま
れ
て
元
治
元
（
一
八
六
四
）

年
に
焼
失
し
、
多
く
の
資
料
が
失
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）

年
に
最
後
の
水
戸
藩
主 
昭  
武 
に
よ
っ
て
再

あ
き 
た
け

興
さ
れ
、
同
所
に
郡
務
局
を
置
い
て
領
内

北
部
を
管
轄
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ

も
四
年
後
の
明
治
四
年
に
は
廃
藩
置
県
に

よ
り
郡
務
局
が
廃
止
さ
れ
、
時
雍
館
は
二

十
年
余
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

時
雍
館
で
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
教

科
書
類
は
『
迪
彜
篇
』
を
含
め
て
計
十
九

冊
が
残
さ
れ
て
お
り
、
御
前
山
市
民
セ
ン

タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

宮
郷
校
で
使
用
さ
れ
た
教
科
書
も
歴
史
民

俗
資
料
館
大
宮
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

▲

会
沢
正
志
斎
著
『
迪
彜
篇
』

（
御
前
山
教
育
事
務
所
蔵
）

表【水戸藩内の郷校一覧】

所在地（現在地）開館年郷校名
茨城郡小川村（東茨城郡小川町）文化元（1804）稽医館（小川郷校）
行方郡延方村（潮来市）文化4（1807）延方学校（延方郷校）
那珂郡湊村（ひたちなか市）天保6（1835）敬業館（湊郷校）
久慈郡太田村（常陸太田市）天保8（1837）益習館（太田郷校）
多賀郡大久保村（日立市）天保10（1839）暇修館（大久保郷校）
那珂郡野口村（常陸大宮市）嘉永3（1850）時雍館（野口郷校）
久慈郡大子村（久慈郡大子町）安政3（1856）大子郷校
那珂郡大宮村（常陸大宮市）安政3（1856）大宮郷校
久慈郡町田村（常陸太田市）安政4（1857）町田郷校
久慈郡小菅村（常陸太田市）安政4（1857）小菅（小里）郷校
茨城郡秋葉村（東茨城郡茨城町）不詳秋葉郷校
茨城郡鳥羽田村（東茨城郡茨城町）不詳鳥羽田郷校
行方郡玉造村（行方市）安政5（1858）玉造郷校
行方郡潮来村（潮来市）安政3（1856）潮来郷校
下野国那須郡馬頭村
（栃木県那須郡那珂川町）安政4（1857）馬頭郷校

※瀬谷義彦『水戸藩郷校の史的研究』山川出版社１９７６年　７－８頁の
表をもとに作成。

▲

時
雍
館
の
跡（
野
口
小
学
校
内
）
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秋
晴
れ
の
中
、
大
宮

小
学
校
を
出
発
地
点

に
、
市
民
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、

市
教
育
委
員
会
・
大
宮

地
域
体
育
協
会
の
主
催

に
よ
る
も
の
で
、
小
学

生
グ
ル
ー
プ
か
ら
家
族

グ
ル
ー
プ
ま
で
２
４
４

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
６
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
、
笑
顔
で
秋
の
道
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

各
コ
ー
ス
の
優
勝
チ
ー
ム

◆
赤
と
ん
ぼ
コ
ー
ス

　

浅
野
裕
美
、
河
井
愛
美
、
生
田
目
光

◆
お
ち
ば
コ
ー
ス

　

大
貫
旬
子
、
桐
原
敦
美
、
高
岡
茉
由
、
田
口
翔
子

◆
か
か
し
コ
ー
ス

　

藤
田
美
穂
、
神
長
み
ゆ
き
、
佐
藤
ち
ひ
ろ
、

　

大
槻
遥
香

◆
コ
ス
モ
ス
コ
ー
ス

富
永
幸
恵
、
小
橋
奈
々
、

引
田
美
里
、
池
上　

愛

◆
す
す
き
コ
ー
ス

二
方　

靖
、
二
方　

秀
、

山
畑
春
子
、
山
畑
颯
志
、

山
畑
裕
美
佳

◆
紅
葉
コ
ー
ス

根
本
憲
司
、
根
本
恵
子
、

根
本
果
林
、
根
本
昴
季

み
ん
な
で
歩
い
た
秋
の
道

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ
ォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
クククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク
ララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

市
民
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

☆順不同・敬称略

　１０月２３日、市テニス連盟（菊池修平会長）主催により、
西部総合公園テニスコートで開催されました。当日は、
男子、女子ともに２３組もの参加があり、各部門で熱戦が
展開されました。
＜男子ダブルスＡ＞　優　勝　合原義人・田原康司

準優勝　荒井　稔・菊池修平
第３位　松本三千男・木村清悦

＜コンソレーション優勝＞　宇留野　純・松本広幸
＜男子ダブルスＢ＞　優　勝　大河原正美・笹島栄夫

準優勝　薄井　好・大曽根賢一
第３位　会沢幸洋・早川千秋

＜コンソレーション優勝＞　高崎幸男・大沢　太
＜女子ダブルスＡ＞　優　勝　貝　智子・横塚初江

準優勝　蝦名とも子・金子佐久美
第３位　石崎三枝子・根本和子

＜コンソレーション優勝＞　石川節子・大森真知子
＜女子ダブルスＢ＞　優　勝　根本美江子・桜井徳代

準優勝　近藤智子・谷田部和子
第３位　砂川良子・関　文子

＜コンソレーション優勝＞　磯崎千恵子・金子由紀子
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　１０月３０日、市インディアカ連盟（河野秀男会長）主催に
より、美和中学校体育館で開催されました。
　大会では、３部門に１２チームが参加し、白熱した試合と
なりました。
＜一般混合＞
優　勝　美和ユニークスＢ
準優勝　美和ユニークスＡ
第３位　美和ユニークスＣ

＜シニア混合＞
優　勝　美和ユニークスＤ
準優勝　ビックロックＡ
第３位　チーム　ふれセン

＜一般女子＞
優　勝　ちゅうりっぷＣ
準優勝　ちゅうりっぷＡ
第３位　下檜沢

��������

������

�
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
に

入
賞
し
た
皆
さ
ん

��������	�


● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

��������	


　市野球連盟（桜井弘道会長）主催により、常陸大宮市民球
場等を会場に１０月２３日・３０日の２日間の日程で行われました。
　大会には本市の代表や近郊から１０チームが参加し、各
チームによる熱戦の末、大宮ウィングスが優勝しました。
優　勝　大宮ウィングス　　準優勝　美和スターズ
第３位　ドリームス／ディーンズ（常陸太田市）
最優秀選手　小西　省吾（大宮ウィングス）
優秀選手
助川　弘勝 
（大宮ウィングス）
敢闘選手
鈴木　友洋
（美和スターズ）
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　１０月２日、御前山地域体育協会主催により開催されました。
　合併後、御前山地域としては初の社会人を対象に開催し
たソフトボール大会でしたが、職場や地域から５チーム７０
人が参加し、各チームが日頃の練習の成果を発揮。熱戦が
展開されました。
　優　勝
　　滝若
　準優勝
　　中居秋田
　第３位
　　長倉上町
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　１１月６日、市バレーボール連盟（中村稔会長）主催によ
り、西部総合公園体育館で開催されました。２２チームで競
われ、グルービーが、見事連続優勝を果たしました。
優　勝　グルービー　　準優勝　村石ウィッティ－ズ
第３位　オリーブ／下檜沢ママさん

　八溝地区関係市町村を対象にした大会で、茂木町・茂木
町バレーボール連盟主催により、１０月２３日茂木町民体育館
で開催されました。大会には八溝地区の１２チームが参加
し、熱戦の末大宮ユアーズが見事優勝しました。
優　勝　大宮ユアーズ　準優勝　チューリップ（茂木町）
第３位　あすなろ（真岡市）／泉が丘（笠間市）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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●
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　１０月３０日、スポーツを楽しみながら地域内各PTAのコ
ミュニケーションを図ることを目的に、御前山トレーニン
グセンターで開催され、９チームが参加しました。
　試合中は、子ども達から大きな声援を送られ、保護者や
先生方もハッスルプレー、珍プレーを続出。心地よい汗を
かいて無事終了しました。
　優　勝　長倉小Ａチーム　　準優勝　中学校Ａチーム
　第３位　伊勢畑小Ａチーム

　１１月１５日、市ゴルフ連盟（萩谷勝夫会長）主催により、
ゴルフ倶楽部セブンレイクスで開催されました。１２４人の
参加のもと、新ペリア方式で行われ、会沢徹さんが優勝し
ました。

グロス　HDCP　　ネット
優　勝　会沢　徹　　８３　　１３．２　　６９．６８
準優勝　石崎哲三　　８７　　１６．８　　７０．２
第３位　片岡広美　　８０　　　９．６　　７０．４
第４位　坂井達也　　８６　　１５．６　　７０．４
第５位　宇留野安司　８４　　１３．２　　７０．８
ロッキーコースベストグロス
古木　勝也　　７６

レイクコースベストグロス
軍司　悦弘　　７１

スカイコースベストグロス
五位渕　栄　　７８

女子ベストグロス
小野瀬恵美子　８９

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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　市内全域の製造事業所を対象に、平成17
年工業統計調査を12月31日現在で行いま
す。調査の実施にあたっては、本年12月か
ら１月にかけて調査員がお伺いします。
　なお、調査票に記入していただいた内容
については、統計法に基づき秘密が厳守さ
れますので、正確なご記入をお願いします。

経済産業省・茨城県・常陸大宮市

製造事業所の皆さんへ

工業統計調査にご協力ください！
製造事業所の皆さんへ製造事業所の皆さんへ

工業統計調査にご協力ください！工業統計調査にご協力ください！

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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　郡大会、中央地区大会を突破し、県大会で日々の練習の
成果を発揮して見事入賞した選手の皆さんです。おめでと
うございました。

優勝　卓球　女子シングルス〈個人戦〉
小室奈緒さん（美和中）

優勝　第一中　野球部

第３位　ソフトテニス　女子ダブルス〈個人戦〉
木村真衣美さん・後藤梨奈さん（山方中）

第
５
位　

大
宮
中　

駅
伝
部

準優勝　陸上　男子100ｍ
叶野拓未さん（大宮中）

第３位　卓球　男子ダブルス〈個人戦〉
仲野和希さん・石川優真さん（山方中）

第３位　卓球　女子〈団体戦〉
美和中　卓球部

区
間
賞（
４
区
）

河
井　

麗
さ
ん（
大
宮
中
）

水
道
の
冬
の
防
寒
対
策
は
も
う
お
済
み
で
す
か
？

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と
、
蛇
口
や

水
道
管
、
水
道
メ
ー
タ
ー
器
が
凍
っ
て
水
が
出
な
く

な
っ
た
り
、
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
次
の

よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
必
ず
防
寒
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
北
向
き
の
箇
所
○
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

○
屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口
○
水
道
管
が
露
出
し
て
い

る
と
こ
ろ

●
外
に
あ
る
立
水
栓
の
防
寒
の
し
か
た

　

不
凍
水
栓
柱
以
外
の
も
の
は
保
温
材
や
毛
布
等
を

巻
い
て
保
温
し
ま
す
。
凍
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

直
接
熱
湯
を
か
け
ず
に
タ
オ
ル
な
ど
の
上
か
ら
、
ぬ

る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
繰
り
返
し
か
け
て
溶
か
し
て
く

だ
さ
い
。

●
蛇
口
や
水
道
管
が
破
裂
し
た

と
き
は
、
量
水
器
ボ
ッ
ク
ス
内

の
止
水
栓
を
右
に
回
し
て
、
水

が
止
ま
っ
た
の
を
確
認
し
て
か

ら
応
急
手
当
と
し
て
破
裂
部
分

に
布
か
テ
ー
プ
を
巻
き
、
常
陸

大
宮
市
指
定
給
水
装
置
工
事
業

者
に
修
繕
の
依
頼
を
し
て
く
だ

さ
い
。

●量水器ボックスの防寒のしかた

■お問い合わせ
水道課　�（５２）０４２７
山方総合支所建設課 �（５７）６８１３
美和総合支所建設課 �（５８）３８５２
緒川総合支所建設課 �（５６）３９９４
御前山総合支所建設課 �（５５）２１１５

▲発泡スチロールを細かくし
てビニール袋に入れる。

▲量水器ボックス内に隙間無
く詰める

���������������
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　花立自然公園内にある、天体望遠鏡の設計から組
み立て、天文台の運営をアマチュア天文家が担当す
る全国でも珍しい天文台。82センチの手作り天体
望遠鏡（反射望遠鏡）で星空観察ができます。
【利用案内】
○利用料金（20人以上の団体割引有）

300円大 人
200円高 校 生
100円小 中 学 生
無料小学生未満

○観望時間　午前７時～午後９時
○申し込み（要予約）　管理事務所（�58－2277）
　一日先着30人まで受付可。　
○一般公開（観望日）　原則毎週土曜日
※天候不良により、一般公開（観望）を
　中止することもあります。
○休園日　毎週火曜。12/30～1/4

　１等星から6.25等星まで約6，200個の恒
星と20個のブライトスターおよび４星雲５
星団を映し出します。
【利用案内】
○観覧時間

10:00／13:30水 ～ 金 曜
10:00／13:30／15:00土曜（祝日）
11:00／13:30／15:00日 曜

○観覧料（20人以上の団体割引有）

幼児小人大人
50円100円300円

○休館日　毎週月・火曜（祝日は開館。火曜
が祝日の場合は翌平日休館）
12/29～1/3

☆問い合わせ先
パークアルカディア　プラネタリウム館
�57-6161
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＊施設見学のみは無料

☆問い合わせ先
花立自然公園管理事務所　�58-2277
美和総合支所経済課　　　�58-3851



広報　常陸大宮　　　　平成１７年１２月号１６

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　
　

月　

日
、
嶐
郷
小
学
校
の
児
童

１０

２６

に
よ
り
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
活
動
は
、
地
域
の
清
掃

活
動
を
通
し
て
、
勤
労
と
奉
仕
へ
の

関
心
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
ね
ら
い

と
し
て
年
２
回
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

学
年
ご
と
に
分
か
れ
１
時
間
ほ
ど

学
校
周
辺
の
ゴ
ミ
や
空
き
カ
ン
を
回

収
し
た
結
果
、
可
燃
ゴ
ミ
２
袋
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
袋
、
空
カ
ン
に
つ

い
て
は
コ
ン
テ
ナ
２
箱
分
も
あ
り
ま

し
た
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
の
活
動
に
よ
り
、

道
路
が
一
層
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。
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常陸大宮市女性防火クラブ連絡協議会
　常陸大宮市女性防火クラブ連絡協議会（管内女性防火クラブ４団体で
構成）では、来年６月から一般住宅に住宅用火災警報器の設置が義務づ
けられることから、事前研修会を実施しました。
　新築住宅は、来年６月から適用になり、既存の住宅については、常陸
大宮市では平成２０年６月から適用になります。火災が起きないように
注意していても、一瞬のミスで火災は発生してしまいます。火災が発生
した場合、いち早く火災に気付くことが大切であり、早く気付くことで
ぼやの状態で消すことができたり、早期に避難や１１９番通報を行うこと
ができるというものです。
　今回の研修会を受講されたクラブ員は今後、住宅防火対策の活動の一
環として住宅用警報器の設置ＰＲ活動を含め、一人暮らし老人宅の訪問
など、これまでの活動と併せてより一層の活躍が期待されます。
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　火災出火件数等を全国的にみると、上の表のように、昨年と
比較すると火災件数が減少しているにも係わらず火災による死
者数が増加しています。
　皆さんのご家庭においても、住宅用火災警報器等を設置する
など、火災を早期に発見できるように住宅防火対策に取り組
み、火災を無くしましょう。
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2005年度
常陸大宮市消防本部防火標語

「確かめるゆとりを持てば
火事はなし」

小田倉玲子



広報　常陸大宮　　　　平成１７年１２月号１７

�����
�������

�

　インフルエンザは、気温が下がって空気が乾燥する
冬になると流行し、毎年100万人前後がかかっている
感染症です。時には重症になったり、死亡することも
あるため油断は禁物。正しい知識を身につけてしっか
り予防しましょう。

■インフルエンザとかぜの違い

普 通 の 風 邪イ ン フ ル エ ン ザ項　　目

ゆるやかに発症急激に発症発　 　 症

鼻水・鼻づまり・のどの痛みなどが中心全身症状(熱・だるさ・頭痛)などが中心主 な 症 状

ない又は37℃高い（38～39℃）発　 　 熱

ない強い全 身 の 痛 み

先行して症状が出る全身症状の後から起きる鼻やのどの炎症

ライノウイルスなどインフルエンザウイルス病　 　 原

だらだらと広がることが多い人から人へ急速に広がる感 染 力

■インフルエンザの予防接種を受けましょう

　予防接種は、受けてからワクチンの効果が出るまでに約２週間かか

り、約５ヵ月間この効果が持続するとされています。

　インフルエンザの流行は、12月下旬から３月上旬が中心となりま

すので、まだ予防接種が済んでいない方は早めに接種を済ませるよう

にしましょう。
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■予防のポイント

そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそのののののののののののののののののののののののののののののののののののののの１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１その１　感染経路を絶つ

そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそのののののののののののののののののののののののののののののののののののののの２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２その２　抵抗力をつける

人ごみを避ける

偏食・暴飲暴食を避ける

その他
�こまめに部屋の換気を
　する
�適度な湿度を保つ

十分な睡眠 適度な運動 極端な薄着・厚着を避ける

手洗いとうがいをするマスクの着用
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12・26日
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�美和かわせみの会のおはなし会
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�ロゼのつどいのおはなし会
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�めばえの会のおはなし会
������������������	
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�名作映画劇場
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�はみんぐばあどのおはなし会
������������������	���������

�子ども放送局
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※市内の医療機関の診療時間は午前９時から午後３時までです。
県外の医療機関については個別にお問い合わせください。
※当番医のやむを得ない都合により休診または、時間変更となる
ことがありますので、電話で確認してからお出かけください。
◎先月号から次のとおり当番医が変更になりました。
　12月23日　茂木中央病院→もてぎの森メディカルプラザ
　12月25日　もてぎの森メディカルプラザ→茂木中央病院

※チケット販売は、ロゼホールのほか９ヵ所で行っています。
　ただし、電話予約はロゼホールのみとなりますのでご注意ください。

�休日・祝日の当番医　　12/18～1/31
電話番号病院名（所在地）日付

（52）0547
0287（83）2250
0285（63）5131

岡崎外科医院（上町）
近藤クリニック（栃・那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町）

18

（52）3181
0287（82）2781
0285（64）1122

上久保医院（東富町）
七合診療所(栃･那須烏山市)
もてぎの森「メディカルプラザ」（栃・茂木町）

23

（53）2115
0287（84）1616
0285（63）1151

丹治医院（東富町）
佐野医院（栃・那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

25

0285（63）2303吉永医院（栃・茂木町）29

0285（63）0323青木医院（栃・茂木町）30

（54）7777
0285（63）0320

一貫堂クリニック（下町）
今井医院（栃・茂木町）

31

（52）0302
0287（84）3850
0285（63）0036

大曽根内科小児科（栄町）
山野クリニック（栃・那須烏山市）
大兼医院（栃・茂木町）

1/1

（52）3181
0287（82）2170
0285（63）5131

上久保医院（東富町）
阿久津医院（栃・那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町）

2

（53）1111
0287（83）2021
0285（63）1151

志村大宮病院（上町）
阿久津クリニック（栃・那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

3

（53）1111
0287（83）1166
0285（64）1122

志村大宮病院（上町）
金井医院（栃・那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」（栃・茂木町）

8

（52）0302
0287（82）2739
0285（63）2303

大曽根内科小児科（栄町） 
烏山台病院（栃・那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

9

（52）0547
0287（82）3803
0285（63）0323

岡崎外科医院（上町）
高野医院（栃・那須烏山市）
青木医院（栃・茂木町） 

15

（53）2115
0287（82）2544
0285（63）0320

丹治医院（東富町）
滝田内科医院（栃・那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

22

（53）2282
0287（82）2157
0285（63）0036

高瀬医院（宇留野）
星医院（栃・那須烏山市）
大兼医院（栃・茂木町） 

29
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チケット発売日����������
����������� ��	
��
�

��������	
��
����������
��������	
��
�����
���
��������	
� �
����������
��������	
��
����

������������� ���������	
��
�

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�������������������	
����

��������	
�� �������

��������	
��

�������������������������
�����

��������	
��
�����������

���������	
��
��������

※12/5に配布したチラシに会場が明記されていませんでしたが、
市文化センターで開催します。
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古紙配合率����再生紙を使用しています 
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▲そば打ち体験に挑戦

～～～～～～～～～～～～～～～～支支支支支支支支支支支支支支支支ええええええええええええええええああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいい、、、、、、、、、、、、、、、、みみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななででででででででででででででででつつつつつつつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくくくくくくくるるるるるるるるるるるるるるるる福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉とととととととととととととととと健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康～～～～～～～～～～～～～～～～～支えあい、みんなでつくる福祉と健康～

第第第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１１１回回回回回回回回回回回回回回回回保保保保保保保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健健健健健健健福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉ままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりり第１回保健福祉まつり
　１１月１３日、総合保健福祉センター「かがやき」において、
保健と福祉の普及啓発や連携強化を目的に、第１回保健福祉
まつりが開催されました。
　まつりでは、保健衛生功労者表彰式が行われ、常陸大宮保
健所長表彰として９人、市長表彰を７人の方が受賞され、日
ごろの地道な活動とその功績がたたえられました。
　アトラクションでは、美和地域出身の岡崎ファミリーによ
る心温まるピアノ演奏や、ふれあいステージとして各団体に
よる唄や演芸等日ごろ練習している成果を発表するなど、楽
しく多様な催しが行われました。
　また、各種団体による、つきたてのお餅やそばなどの模擬
店も出店し大変好評でした。

●病院ホームページもご覧ください。
　アドレス　http://www.ho-saisei.jp
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１
分
間
で
わ
ん
こ
そ
ば

　

何
杯
食
べ
ら
れ
る
か
な
？




